
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標：『ひるまず がんばる しき（志気）の高い児童の育成』 
◆ 山内東小の約束：『相手がいやがることは しない 言わない』 

◆ 山内東小学校は「立腰教育－あいさつ・返事・はきものそろえ」で頑張っています。 

⾧子配布 

令和３年９月２１日 №７ 
武雄市立山内東小学校 
Tel 45-3565 Fax 20-7014 
文責： 校長 岩永 宏紀 

オンラインによる朝の会や授業はいかがだったでしょうか。 

 台風１４号接近のため、１７日（金）は休校となりましたが、子ども達 

への被害はなかったと報告を受け、一安心しました。今回の休校は、安全 

確保のための休校でしたので、子ども達の安全を第一に考えた上で、でき 

る範囲でオンライン朝の会（全クラス）やオンライン授業（１時間） 

（６年生）を行いましたが、いかがだったでしょうか。 

 操作がうまくいかなかったり、つながらなかったりするなど、まだまだ課題がありますが、今後も、休

校などで学びが止まらないように、一人一台端末を有効に活用することができるよう、準備を進めていき

たいと思います。 

いじめのない学校づくりを目指して ～保護者アンケートを振り返って～ 

 夏休み明け（９月）の保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。貴重な情報や意見をいただ

き、改めて確認する視点が生まれました。個別の対応が必要なものについては、いやな思いをした子どもた

ちに対して、まずは担任から話を聞くなど寄り添うことを大切にしながら対応をしているところです。ま

た、児童クラブなど学校以外の場所での対応については、情報を交換するなど連携を図って対応していき

たいと思います。 

本校では、いじめを早期発見するために、まずは学校で観察や声かけを重視していますが、様々な角度か

ら情報を集めることが早期発見につながっていくと思いますので、今後もアンケートや心のホッと BOX 等

を続けていきたいと思います。また、いじめ又はいじめが疑われる事案を発見した場合は、すぐに学校全体

の問題としてとらえ、以下のいじめ対策委員会のメンバーで対策会議を開き、対応しています。 

 

 

 

 いじめはすぐに解決するものではないと考えます。いじめられた子が表面上、元気になったり、学校に来

るようになったりしても決して解決したととらえず、対応を続けていきたいと思います。 

いじめは重大な人権侵害です。決して許されることではありません。このことは、全校朝会や各学級の話

の中で繰り返し話をしています。いじめは加害、被害といった当事者だけでなく、いじめを傍観していた周

りの人もいじめに加担しているという視点がとても大切です。このようにいじめを全体の問題としてとら

え、保護者の方たちとも連携しながら、「いじめに気づく」「いじめをしない」「いじめを許さない」 

子ども達に育てていきたいと思います。今後とも、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

【10 月の生活目標】 

始まりの時刻を守ろう 

５日（火）弁当の日 → 給食あり  ２５日（月）代休 

７日（木）一学期終業式       ２６日（火）体育大会予備日 

８日（金）キッズウィークのためのお休み     （日曜日延期の場合） 

１１日（月）二学期始業式             

１２日（火）体育大会練習開始 

２４日（日）体育大会 

【校内いじめ対策委員会のメンバー】 

校長、教頭、指導教諭、生徒指導主任、教育相談主任、いじめ又はいじめが疑われる学年の主任・担任 



 


